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平成26年度第1回巡検会「宮崎県高千穂町に分布する秩父帯と
G/L境界，P/T境界大量絶滅」報告

福岡環:I《 はじめに

2014年4月26日に宮崎県高千穂町に分布す

る秩父帯の地質について討論する平成26年度熊

本地学会第1回の巡検会が行われた地球史の

中で顕生‘代には，オルドビス紀後期，デボン紀後

期，ペルム紀後期，三畳紀後期，白亜紀後期に起

きた5回の生物大量絶滅が認められている(Raup

andSepkoski.1982)．これらの大斑絶滅那件の
中でペルム紀後期の大量絶滅は最大規模のもの

として知られており，この時期には短い間|胴で2

回の大澱絶滅事件が相次いで起きたことがわかっ

ている(StanleyandYang,1994).最近では，

その原因論として銀河宇宙放射線(GCR)の効果

と地磁気異常や大規模火山活動によって誘導され

た，急激な環境変化を説明する“統合版「プルー

ムの冬」”シナリオが提唱されている(isozaki.

2009)．

こうした地球史における重要な問題を検討でき

る地域の一つとして，宮崎県高千穂m上村地域が

知られている（図1)．この地域には海山頂部に

発達した遠洋浅海成石灰岩が異地性の岩体として

分布し，ペルム後期の超海洋中央部の浅海環境に

関する貴重な情報が保存されている（太田ほか，

2000)．したがって，この地域に見られる石灰岩

胴序について知見を広めると共に，地域地闘から

このようなグローバルな問題にアプローチする研

究手法に触れることを目的として，今回の巡検会

が計画された．本巡検会は熊本大学大学院自然科

学研究科の尾上哲治准教授の案内によって実施さ

れ，参加者は12名であった．本論では巡検の経

過を報告するとともに，見学地点の地質について

紹介する．
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図l見学地点の位蹴（国土地理院発行1:25,000地形
図「祖母山」の一部を使用)．

図2見学地点1におけるG/L境界．中央下方のハンマー
付近（丸印）にG/L境界（鉛直方向）がある．



見学地点1:G/L境界

この地点は，太田ほか（2000）によってペル

ム紀中期から後期に及ぶ連続層序が報告された場

所であり，ペルム紀中期(Guadalupian)と後期

(Lopingian)の境界(G/L境界）を中心に観察を

行った（図2)．

G/L境界では，ペルム紀と三畳紀境界(P/

T境界）で起こった顕生代最大規模の大量絶滅

に匹敵する絶滅事件が起きたと考えられている

(SatnleyandYang.1994).この境界では低緯

度浅海域の特異なニッチを占めていたと考えら

れる“トロピカルトリオ"(IsozakiandAljinovic.

2009）と呼ばれるVerbeekinidae(大型フズリ

ナ).Alaloconchidae(シカマイアなどの二枚貝

類),Waagenophyllidae(四射サンゴ）が姿を消

している(Isozaki,2006;IsozakiandAljinovic.

2009)．また，この上村地域の炭素同位体分析に

よって，この境界直前に寒冷化イベントが起こっ

ていたことが明らかにされ，これらの海洋生物の

大賊絶滅との関連が指摘されている(Isozakiet

al.,2007).この寒冷化イベントはヨーロッパの

テチス海域でも認められ，この汎世界的な寒冷化

イベントは，最初に発見された地域名に因んで

｢上村イベント」と呼ばれている(Isozakietal.,

2011).この大量絶滅の原因の一つとして，寒冷

化が指摘されている．そのシナリオはペルム紀中

期ガダループ･世初め頃に上部マントルー下部マン

トル境界(深さ410～660km)からメガリス(沈

み込んだ海洋プレートの残骸）が核一マントル境

界へ落下し，地磁気を発生する外核の対流を乱し

たため，地球の磁場強度が低下し，大遥の銀河宇

宙線が地球大気に流入した結果，広域に雲が種う

状態となり，地球のアルベドが上昇し，ガダルー

プ世後半（キャピタン期）の寒冷化イベントの引

き金となったというものである(Isozaki,2009).

この地点で堆頼している地層は石灰岩であった

ため，尾上先生より学生向けに石灰岩を調べる方

法も丁寧に説明していただいた．今回の巡検は筆

者にとって初めての地質巡検であり，岩石の観察
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図3見学地点1.5における玄武岩質溶岩の転石

の仕方などを学ぶことができて，とても有意義で

あった．

見学地点1.5:玄武岩質溶岩

見学地である高千穂町に分布する秩父帯は，大

部分が砂岩泥岩の互層からなっているが，ここに

G/L境界,P/T境界を含む石灰岩体などが構造的

に挟まり，混在岩相をつくっている．これは，海

満で海山が沈み込む際に，海洋プレートーヒにあっ

たさまざまな岩石が付加体となったためだと考え

られており，ここでは図3のような玄武岩質溶

岩の転石も観察することができた．

見学地点2:P/T境界

前半部分の観察地点は林道沿いにあったが，地

点2のP/T境界が観察できる露頭は林道から離

れた林内の急斜面に位置していた（図4)．

P/T境界では顕生代で最大規模の大脳絶滅が起
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図4見学地点2で観察されたP/T境界（矢印).

きており，約80％の浅海楼無脊椎動物種が絶滅

したとされる(StanleyandYang,1994).P/T境

界で起きた生物大量絶滅の原因は十分には解明さ

れていないが,統合版プルームの冬シナリオでは，

大規模火山活動によってもたらされた，急激な環

境変化によるとの説明がなされている(isozaki.

2009)．その後の原因はさまざまであるが，温暖

化が進むと，海洋の成屑化が進んで海水が混じ

らなくなり，海洋が無酸素状態になったり，硫

酸還元バクテリアが増加して，硫化水素が大愚

に生成されたためだと推察されている(Wignall,

2007)．

P/T境界付近の岩石をハンマーで割ってみたと

ころ，確かに硫化水素臭がして，このように古い

時代の岩石にも硫化水素臭が残っていることにと

ても驚いた．また，本地点はパンサラッサ海でで

きたP/T境界を地表で観察することができる唯

一の場所であるという説明を聞き，貴重な経験が

できたと感じた．

おわりに

今回の巡検では，生物の大量絶滅がおこった

G/L境界.P/T境界を観察することができ，地学

は研究が進めば進むほど新しい発見や，従来の考

えを塗り替えるようなことがあるという面白さを

感じることができた．箪者は地質巡検には今回初

めて参加し，文字通り西も東も分からないような

状態であったが，尾上先生をはじめ，参加者の方

にもさまざまなことを教えていただいて，これか

ら地学を学んでいく意欲がとても湧き，今後の巡

検会にも穂極的に参加していきたいと思った．

巡検案内者である尾上哲治先生には現地での詳

しい解説のほか，本論の内容についても貴重なご

意見をいただいた．熊本県立教育センターの村本

雄一郎先生には本巡検の企画にご尽力いただい

た．さらに御船町恐竜博物館の池卜直樹博士には

本論執筆にあたりご指導いただいた．以上の方々

に心から感謝申し上げます．
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